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ギャザースカートのヘムラインに及ぼす布の曲げ特性の影響

　　　　　共立女短大　○綾田　雅子　　奈良女大家政　丹羽　雅子

　目的　ギャザースカートは、布を垂下させた時の水平方向への広がり効果を生かした衣

服の１つである。特にヘムラインの曲線形状を決定する要因は、布を左右から押してバッ

クリングを起こさせたときの形態に関係していると考えられる。この時の山の高さＨと幅

Ｄは3√17U、√liilTB　によって決定されることがわかっている1)。　本報では、これら重力場

でのX ラスチカ理論に基ずいて、ヘムラインのシミュレーシaン試験を行い、ギャザース

カ-トのヘムラインに及ぼす布の曲げ特性の影響を明らかにする。

　方法　曲げ特性の異なる数種の素材で、ウェスト寸法（62cb）の1.18、1.81倍のギャザー

量を加えたギャザースカートおよび比較のためのストレートIスカートを、裾の始末３タイ

プ（0裁ち目のまま、≪)　5ci幅で折り返してしつけをかけたもの、呻アイロンで押さえ平

にしたもの）で製作した。これを婦人９号サイズの人台に着装させて得たヘムラインの投

影写真からその形状について検討した。一方、各素材で各裾の始末に対応した帯状の試験

片を用いて、ヘムラインのシミュレーi/ aン試験を行い、ＨとD を求めた。

　結果　ギャザースカ- トのヘムラインは、3√B7B　の大きい素材ほど凹凸が大きく広がり

のある形状を、また裾の始末でa 0は滑らかな曲線となるが、a）と呻では、折れ曲がった

直線状の凹凸を呈する。これらの枯果は、シミュレーション試験の3√BTB　の大きい素材ほ

どＨとＤが大きくなり、０は滑らかな鞍型となるが、めと*では三角形に近い形状となる

などの結果と一致し、布の曲げ特性に加えて裾の始末の仕方が、ヘムラインの形状に大き

く関与していることが明かとな■:. た.文献l）<i|端：S3回繊維工孚研究討吟会講演要旨、繊維機械孚会、37（1974）


